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「家族の収入減による滞納と生活費不足を貸付で解決した事例」 

 主訴  妊娠により妻の収入が半年程度無く、夫も転職後収入が半減し生活費や税、教育費等の滞納

が生じ、これからの生活維持に大きな不安がある。 

 本人の環境  30 歳代（男）パート、配偶者（パート休職中）、子 3 人(高校生 2 人、未就学児 1 人)

の 5 人世帯 （10 月から 6 人世帯） 

 債務・滞納の現状  

・債務 無し  ・滞納 47.8 万円（敷金、家賃、校納金、修学旅行費用、国民健康保険料） 

 困窮の背景  今年 6 月まで家計は安定していたが、今年 7 月に妻の実家近くに転居のため、夫の就

労先が変わり収入が半減。妻も 10 月の出産のためパート休職中で収入がなく、生活費が不足し、

滞納が膨らんでいる。 

 アセスメントの結果  収入 16 万円、支出 22.1 万円、赤字 6.1 万円 

家計の把握ができていないため、転居後必要な収入金額に満たないところに就職し、妻の休職も

相まって、家計が成り立たなくなっている。そのため、生活費不足となり、滞納が膨れ上がって

しまった。 

 成果  

  ①貸付斡旋により、校納金（修学旅行費用）の滞納解消と、家賃減額のための転居費用、転職時に

不足する生活費を確保することができた。 

②家計相談により、必要な収入が分かり、転職により 7 万円の増収になった。さらに、妻の復職

までは夫のダブルワークで収入を確保することができた。 

③家計が成り立つようになったことから、滞納税等は分割納付も計画できるようになり、今後の

教育費等の確保に向けて貯蓄を計画し、生活を維持できる見通しを立てることができた。 

＜相談者の声＞ 

（１）相談に行ったときの心境 

生活が成り立たない事に一番困り、頭は不安でいっぱいいっぱいで、地震の影響もあり一人で

はどうにも出来ないのでどうしようと思った。相談に乗ってくれた自立相談の人から生活の見通

しがつくかも知れないから家計相談してみたら、と言われ、相談に行こうと思った。 

（２）家計相談と聞いたときの心境 

  グリーンコープの方が面談にくると聞き、共同購入のイメージしかなかったのでどのような相

談になるのかと多少不安があった。困っているので家計の内容への聞き取りに抵抗は無かった。 

（３）家計相談を受けてみての気持ちの変化や感想 

始めは緊張していたが、とても親身に聞いてくれて、一緒に考えてくれ、今後の組み立て提案

もしてくれた。見通しも立ちとても感謝している。 

（４）相談して良かったこと 

自分たち家族のことを気にかけてくれる、親同然のような存在で安心感がありよかった。自身

は、話べただったが、何でも話せる状態になり前向きな思考になった。 

仕事の転職も面談がきっかけになった。収入の目処がつき仕事は順調である。子どもたちのため

にも頑張りたい。相談してよかった。                            

貸付斡旋も本当に助かった。斡旋先もグリーンコープで相談が出来、単なるお金の貸付だけで
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なく、安心して返済できるところに感謝している。生活の再生のスタートが切れた。     

 

「高齢夫婦で国民健康保険料(税)滞納と債務を家計相談支援で解決した事例」 

 主訴  転居前の市で国民健康保険料を滞納し、給与の差押通知が届いたが、現住所でも国民健康保

険料を滞納し支払えない状態。 

 本人の環境  60 歳代（女）職業あり、配偶者も職業あり、2 人世帯 

 債務・滞納の現状  

・債務（親族 3 人から）160 万円、月返済額 4.2 万円    ・滞納 国民健康保険料 39 万円 

 困窮の背景  

自営業の収入が安定せず、国民健康保険料の支払いを滞らせた。廃業後の職も安定せず更に困窮

した。更に持病で入退院を繰り返し、分割納付の約束も果たせないままになった。 

 アセスメントの結果  ・収入 17.3 万円、支出 22.5 万円、赤字 5.2 万円 

収入確保のため、就労活動を行なって安定した収入を得ること、家計相談によって国民健康保険

料の分割納付金額を実現できるように計画化すること。 

 成果  

① 家計相談をおこなって、アルバイトによる収入の増加を図り、国民健康保険料滞納は毎月 1 万

円の分割支払いが実現できた。 

② 前市の国民健康保険料滞納分は、アセスメントと家計相談員のサポート（口添え）により親族

の協力が得られ解決した。 

③ 債務は親族からであり、コツコツと返済して債務整理はせず、良好な関係を維持している。 

＜相談者の声＞ 

（１）相談に行ったときの心境 

前に住んでいた市の国民健康保険料の滞納について、夫の給与差し押さえ５万円と、自分も入院

したことで世帯収入が減って、２０万円の中から５万円を差し引かれると生活できない状態だった。

市や色々な相談先に相談したが、何の改善もできなく、借金がふくらんだ。 

（２）家計相談と聞いたときの心境  

「また一から言わなければならないかと思った」。また、各相談先で何度も話していた時に、入

院等本当の事を言っているのに信じてもらえなくて辛かった経験があり、相談する時には入院証明

書の書類をいつも持参していた。それを思い出したが、市役所（自立相談）の窓口で「心配しなく

ても嫌だったらすぐ断ればいいし」と強く勧められその気になった。 

（３）家計相談を受けてみての気持ちの変化や感想 

安心した。気分的に楽になった。家計相談支援員が一生懸命に考えてくれていることが伝わった。

どこに相談しても駄目だったのに、窓口に同行してもらい分割納付の金額が決まった。 

無理のない範囲の金額で考えてもらって、自分の就労による増収見込みまで示して貰って目標が

できた。早く終わらせて滞納を解消したいと思っている。 

（４）相談して良かったこと 

相談する先があることは、とても安心。「状況が変わっているかもしれないから、２月にまたお

会いしましょう」。と言ってくれた事がとても心強かった。ありがたかった。 

自立相談に報告を出してくれて自分の就職もできて、滞納返済額を増やすことができた。約束の

支払い金額について、夫も「それぐらいは払わないといけない」と言っている。 
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「病気で無収入の時期があり、住居費・国民健康保険料(税)を滞納した母子家庭」 

 主訴  病気で 5 ヶ月間収入がなく預金もなくなり、家賃が支払えず、管理会社から退去を求められ

ている。国民健康保険料も滞納中で支払っていない。 

 本人の環境  40 歳代（女）サービス業従業員、小学生 1 人、母子 2 人世帯 

 債務・滞納の現状  

・債務 任意整理後 145 万円（3 件）月返済額 2.4 万円 

・滞納 国民健康保険料 75 万円 家賃 5.8 万円 

 困窮の背景  

手術をしたため 5 ヶ月間無収入。手術前から収入が不安定のため、国民健康保険料の分割納付月

額 2.2 万円が負担になって滞らせ、家賃も滞納するようになった。 

 アセスメントの結果  ・収入 20.2 万円、支出 19 万円、黒字 1.2 万円 

家計の課題は、生活費と家賃支払いを社会福祉協議会への貸付斡旋によって解決することと、国

民健康保険料の滞納を確実に返済できるように相談すること。 

 成果  

① 家賃と一時的な生活費不足は、社会福祉協議会の貸付によって解決できた。 

②家計相談によって、収入の不安定な家計の支出計画を見直し、滞納国民健康保険料の減額相談

を行なうことができて、返済の継続が確実になった。 

＜相談者の声＞  

（１）相談に行ったときの心境 

身体を壊したことがきっかけで全てが回らなくなり生活費が不足していた。家賃を滞納し退去

させられる寸前で子どもと二人不安を抱えた状態だった。 

(２)家計相談と聞いたときの心境  

抵抗はあった。お金がないことを相談するのは最小限の人にしたかった。話が広がることに対し

て恥ずかしいと思ったので悩んだが、役所（自立相談）の人から専門の人に相談した方が解決が早

いと言われ、家計相談を決心した。 

(３)家計相談を受けてみての気持ちの変化や感想 

家計相談で全てをさらけ出したことで支出を把握することができ、自分を見つめ直すきっかけと

なった。誰にも相談できなかったことを聞いてくれて信頼関係が築け本当に心強かった。 

(４)相談して良かったこと 

今を生きることしか考えていなかったが、将来子どもにかかるお金などを知ることができ計画的

に生活できるようになった。 

たくさんの話を重ね何度も計算してようやくお金が借りられる、簡単にお金は借りることができ

ないと戒めのように身に染みてわかった。このような状況を二度と繰り返さないようがんばりたい。

家計相談を受けて本当によかった。 
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「生活費把握が出来ないまま、多重債務で家計が破綻した人の解決事例」 

 主訴  借金が膨れ上がり返済ができない。債務整理をしたい。 

 本人の環境  40 歳代（女）パート、配偶者（会社員）、中学生 2 人、未就学児 1 人の 5 人世帯 

 債務・滞納の現状  

・債務 1,025 万円（親、ＪＡ、地銀他）、月返済 41 万円 ・滞納 無し（電話料金リボ払い） 

 困窮の背景  10 年前から生活費不足を借入れで凌いできたが、2 年前の夫の大幅収入減により返済

が追い付かず、生活費もリボ払いにするなどで、さらに借金が膨れ上がり返済不能となった。カ

ード支払いのため、家計収支は全く把握できず、自転車操業状態。 

 アセスメントの結果  ・収入 36.5 万円、支出 84.2 万円、赤字 47.7 万円 

過剰債務で返済金額が大きくなり家計が成立しないため、さらに借金で生活をする悪循環に陥っ

ている。生活費だけでも収入以上に掛かっているのに気付いていない。法律家に繫ぎ、夫は個人

再生、妻は自己破産で債務整理を行い、毎月の支払い減額と支出見直しで家計を成り立たせる。 

 成果  

  ①債務整理を行ったことで、月の返済金額 41 万を 5.5 万に減額できた。 

  ②家計相談による支出の見直しで約 10 万円を減額できた。 

  ③ボーナスは車検や毎月以外の支出に充てられるようにし、借金に頼らない生活が可能になった。 

＜相談者の声＞ 

（１）相談に行ったときの心境 

3 年前に 3 人目の子供を産んだころから、少しずつお金が足りなくなってきたと思う。その子

が 2 歳になり、仕事を始めたが、支出も増えて、足りない状態は続き、カードを使ってやり繰り

していた。1 年くらい前から、借金で自転車操業の状態になって、自分ではどうしようもなく、

誰かに相談しようと思っていたが、勇気がなかった。 

お金が足りないときは、親に借りていたが、詳しく理由を聞かれなかったので、借りるだけ、

借りて過ごしてきた。親や親しい友人に「お金が足りない」と世間話のように話していたが、そ

の場しのぎで済ませていて、こういう状態（多重債務）になっていることは話せなかった。役場

の広報を見て、電話をするときが一番勇気が必要だったが、家計相談を紹介され行こうと思った。 

（２）家計相談と聞いたときの心境 

どんなことを聞かれるのかも分からないので抵抗はあったが、自分の中で覚悟はしていた。専

門の方に何でも話そうと覚悟して行ったので。嫌というより、困っている気持の方が勝っていた。 

（３）家計相談を受けてみての気持ちの変化や感想 

自分一人で抱えていたことを聞いてもらえて、気持ちが軽くなった。こういう風に解決できる

ことが分かったこと、先の見通しが見えてきたことで、とても安心した。相談の前は、またお金

を借りて解決するのかと不安に思っていたが、家計を見直して解決するのが分かってほっとした。 

（４）相談をして良かったこと 

毎月、お金のことを心配してきたが、自分で家計を見て、見直すことが具体的に身にしみて分

かった。食費や携帯料金や見直すことはたくさんあるが、これまで、無意識にお金を使っていた

と思う。今は、意識してお金を使うようになった。レシートもすぐ捨てていたが、今はきちんと

残し、毎日自分で見直せるようになった。「今日は使いすぎたな」と反省する日もある。夫も交通

費や趣味の支出を抑えているようだ。       
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「公共料金や自動車税滞納を貸付で解決し、家計管理に成功した事例」 

 主訴  収入が（本人 12 万円、妻 7.5 万円）少なく、生活が厳しいので自動車税と公共料金を滞納し、

車検が受けられないので、お金を借りたい。 

 本人の環境  30 歳代（男）契約社員（障害 6 級）、配偶者（パート）、小学生 2 人（1 人は障がい有）

の 4 人世帯 

 債務・滞納の現状  

・債務 80 万円、月返済 2.5 万円  

・滞納 3.7 万円（電気・ガス・携帯代）自動車税は分割納付相談済 

 困窮の背景  収入が少なく、毎月の生活費が不足気味のため親の援助（月 1 万程度）でやりくりし

てきたが、自動車税や公共料金の支払いが遅れ気味であり、突発的な支出に対応できず、常に家計

が不安定で債務が増えていく。 

 アセスメントの結果  ・収入 21.5 万円、支出 22.2 万円、赤字 6.5 千円 

自動車税と滞納分の公共料金を社会福祉協議会への貸付斡旋により解決する。就労による収入を

増やし、家計を安定させ、親の援助なしでも家計が成立することを目指す。 

 成果  

①社会福祉協議会への貸付斡旋により、緊急小口資金を借り入れ、滞納していた車税と公共料金

の支払いができ、車検ができた。 

  ②家計相談で支出に見合う収入が分かったので、職場のシフト変更で収入増を図り、貸付の返済

を入れても 3.5 万円の黒字家計にすることができた。 

③残業代等の会社給与の適正化については、自立相談が労働者支援事務所に相談。 

④社会福祉協議会への返済も組み込んだ家計のやりくりができるようになり、突発的な支出に備

えて貯金も始めている。  

＜相談者の声＞ 

（１）相談に行ったときの心境 

生活費（光熱費等）が 1 ヶ月遅れていて、払えないことに不安が大きかった。最初に社会福祉

協議会に貸付の相談をしたら、自立相談支援機関に相談したほうがスムーズにいきますよと勧めら

れ、家計相談につないでもらった。 

（２）家計相談と聞いたときの心境 

家計のことを聞かれるというので、どこまで聞かれるのかなと思っていたが、予想以上に細かい

ことも聞かれ、少し戸惑いはあった。でも、生活の状態や節約できる点がわかったのは良かった。 

（３）家計相談を受けてみての気持ちの変化や感想 

節約する意識がでてきた。最初はちょっと嫌だなと思ったが、今は相談してよかったなと思っ

ている。本当に助かった。 

（４）相談して良かったこと 

携帯電話は携帯会社を変えて、プランの見直しもできて、1 万円くらいを減らす事ができた。ガ

ス代も昨年の冬は 18000 円ぐらいかかっていたが、お風呂に入るときは家族でまとめて入るよう

にして、今月（11 月）のガス代は 8000 円だった。みんなで節約に努めている。 

職場に不満はあるが、勤務日数を増やしたので収入が増えた。妻も日数を増やして少し収入が

増えた。生活は落ち着いている。今月から社会福祉協議会の返済(月 1 万)の準備もできている。 
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人材養成研修について 

 

１．国による人材養成研修の特徴 

－平成２６年度～平成２８年度までの取り組みをふまえて－ 

 

(1)研修の目的⇒制度の理念を具現化し、質の高い支援ができる支援員を養成すること。 

(2)研修の方法⇒「講義」「省察（リフレクション）」「協働（ワークショップ）」を組み合わせ

たマルチスタイルメソッドで主体的・能動的に学べるプログラムを企画。 

(3)研修の特徴⇒①受講者に、国研修で学んだことを地域や職場で伝える担い手となっても 

らう。（各地域で「講師」となることを推奨。） 

        ②情報交換、ネットワークづくりの場とする。 

 

２．人材養成研修の成果 

 

(1)理念を具現化するために必要な知識、方法、優れた実践モデルを学べる場となった。 

(2)研修内容を地域や職場で伝達したり、「講師」となれる人材を養成できた。 

(3)全国における相談支援の現状と課題を把握するとともに、優れた実践を発掘・共有するこ

とができた。 

(4) (3)の状況をふまえて、研修内容を毎年バージョンアップさせることができた。 

(5)地域および地域を越えたネットワークづくりの機会となった。 

 

３．人材養成研修の課題 

 

(1)「制度の理念を具現化し、質の高い支援ができる支援員の養成」を実現する研修体系・内

容とするためには更なる不断の努力が必要。特に「理念の理解」が重要。OJT やスーパ

ービジョンの体制づくりなど、職員の育成方法もあわせて検討することが求められる。 

(2)職員の人事異動が少なくない現状にあり、国研修の受講者が、そのまま都道府県研修の担

い手となれるかどうか、またそのような体制が構築できるかどうかについては、各都道府

県の現状をふまえて慎重に検討する必要がある。 

 

４．今後の検討に向けて 

 

(1)国研修は、単なる人材養成のみならず、生活困窮者自立支援法第三条における「都道府県

等に対する必要な助言、情報の提供その他の援助」を国が行う機会としても、重要な役割

を果たしてきた。人材養成に関する国の積極的な関わりは、ぜひ継続していただきたい。 

(2)本制度には、他の社会福祉制度で行われている監査や第三者評価の仕組みはない。各自治

体の実施体制や支援のあり方を検証したり、「利用者の声」を受けとめる仕組みをどのよう

に構築できるか、人材養成に関連する事項として、ぜひ検討していただきたい。 
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「彩の国あんしんセーフティネット事業」について 

 

 目 的  

  生活困窮者の増加や社会的孤立など、地域の福祉課題に対し、社

会福祉法人が率先して地域のセーフティネットとしての機能を発揮

することで、生活困窮者の自立を支援する。 

 

 実施体制   

  １ 実施主体 

 社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 

  埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会 

 

 ２ 参加する社会福祉施設 

 特別養護老人ホーム、障害者支援施設、保育所、社会福祉協議会な

ど 

（平成28年 10月31日現在で１６６法人、２３２か所） 

 

 開始時期  

 平成２６年９月１日 

 

 内 容 等  

１ 生活相談   社会福祉法人が経営する社会福祉施設に相談員

を配置し、地域の生計困難者への相談活動を行う。 

         相談は、原則訪問により積極的に行う。 

 

２ 機関・制度   生活保護制度や生活福祉資金貸付制度など適用で

き 

へのつなぎ  る既存の制度がある場合は、制度につなぐ。 

   

３ 経済的援助  逼迫した状況の場合、施設長の判断により１０万

生活困窮者自立支援のあり方等に関する 

論点整理のための検討会（第４回） 

平成28年12月1日 
資料３ 

（野溝委員提出資料） 
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円を限度に経済的援助（食糧提供や水道光熱費な

どの支払い）を行う。 

 

４ 事業運営に  事業に参加する社会福祉法人が、社会貢献活動 

必要な財源  会費として埼玉県社会福祉協議会に拠出する。 

    

【会費拠出例（年額）】 

（１）特別養護老人ホーム   定員１人あたり５，０００円 

（２）障害者支援施設     定員１人あたり５，０００円 

（３）保育所         １施設あたり１口２万円 

（４）市町村社会福祉協議会  １社協あたり１口２万円 

 

 

 

 事業のイメージ  
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彩の国あんしんセーフティネット事業 相談支援事例 

  

 

① 再就職先が見つからずに困窮状態に陥った対象者の生活と就職の支援（50代男性、単身） 

【経緯】 

・２０年ほど前に介護離職をし、介護中は両親の年金や預貯金を取り崩して生活。 

両親他界後は派遣の仕事をするも、１年前に退職。その後は無職。 

【相談内容】 

・就職先が見つからず、所持金が残りわずかである。電気や携帯電話が止まっており、食糧も残り

わずかである。 

【支援経過】 

・市社会福祉協議会からの連絡を受けて自宅を訪問。相談の結果、食糧、水道及び電気代の支払を

本事業で行い、就職活動に必要な経費を市社協から貸し付け。 

・家の中はゴミが溢れ、衛生状態が悪かったため、自治会等と連携して片づけを実施。 

・自立相談支援機関の就労支援員の支援により、市内の食品工場に就職が決定。 

・自宅の片づけをきっかけに、自治会等の近隣住民との関係ができ、他者とかかわる機会が増えた。 

・仕事には休まずに通えている。さらに、市社協の紹介でボランティア活動にも参加するなど、生

活に対する意欲が相談前よりも向上したことが伺える。 

② 緊急の食事、通院支援等をした上で制度につないだ事例（40代男性、単身） 

【経緯】 

・体調不良を原因に職を失い、友人の援助などを頼って生活していた。 

【相談内容】 

・電気、ガス、電話がとまり、食事も十分に取れていない。通院費用がなく、体調が悪い状態が続

いている。所持金は千円程度。 

【支援経過】 

・当面の食材提供、電気、ガスの復旧を本事業で実施する。 

・無料低額診療事業を利用して通院支援を実施。 

・就職に向けた支援を検討したが、体調面から直ぐに就労収入を得ることが難しいと判断されたた

め、生活保護申請の支援を行った。 

・生活保護受給付開始までの間、生活支援と就労支援を行い、生活保護ケースワーカーに支援を引

き継いだ。 
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最期のときまで安心して暮らせる
東京を目指して

東京都高齢者福祉施設協議会ウェブサイト
http://www.tcsw.tvac.or.jp/bukai/kourei
または　東京　高齢協議会 　で検索

第24号社会福祉法人 東京都社会福祉協議会

平成28年2月20日発行

●東京都高齢者福祉施設協議会　広報誌

アクティブ福祉

アクティブ福祉 第24号
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●スペシャルレポート
　こどもの総合的育成支援をめざし
　特養内に無料学習室を開塾

●「アクティブ福祉in東京’15」 
　東京都福祉保健局長賞・大会実行委員長賞決定！

●特集
　第72回全国老人福祉施設大会（東京大会）

●ひと言！物申す！  「特養への入所申し込み要件は、
　原則要介護3以上」について

●養護分科会
　養護老人ホームは地域の
　セーフティネットの一役を担います

●軽費分科会
　地域の中の軽費老人ホーム

●センター分科会
　沖縄県地域包括・在宅介護支援センター協議会
　と交流しました

●職員研修
　オーストラリア・ニュージーランド海外研修

●東社協 東京都高齢者福祉施設協議会
　平成28年度事業計画概要

●職業研修委員会幹事募集／編集後記

幹事を募集しています！
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02　東社協 東京都高齢者福祉施設協議会　アクティブ福祉 第24号　2016.2

こどもの総合的育成支援をめざし
特養内に無料学習室を開塾
こどもの総合的育成支援をめざし
特養内に無料学習室を開塾

学習支援だけでなく
仲間や居場所づくりに
　社会福祉法人に求められる役割は多岐に及
び、高齢者分野のみならず、子育て世帯への支
援もその一つです。
　近隣に小学校、中学校があり、当法人の福祉
施設を多く運営する昭島の地で、昭島市と同市
社会福祉協議会の後援を得て、平成27年6月
に受講料無料の「同援こども学習室」（通称：ラ・
スク）を開塾いたしました。
　実施拠点は、会場の確保やリスク管理等、運
営上の評価から特別養護老人ホームとしました。
周囲には、保育園、児童福祉施設、病院、高齢
者施設があり、法人のスケールメリットを最大限
に活かせる利点があります。
　私たちが目指す学習支援は、単に学習の機会
を提供するだけではありません。個別対応であ
りながらも、共通の目標に向かう仲間作り、居場
所作りとしての機能を発揮することで、日常生活
の悩みや不安な気持ちにも寄り添い、専門性を
活かした総合的な育成支援と考えています。将
来の可能性を無限に有するこどもが、健全に、
たくましく、笑顔溢れる自分自身を育むことをめ
ざしています。

親子面談で課題を共有
期待の大きさを実感
　実際の学習は、経験と実績があり、支援理念
を共にするNPO法人キッズ・ドアにコーディネー
トを依頼し、現在、小学4年生から中学3年生（小
学生10名、中学生10名）が個別学習に励んで
います。
　開塾当初、通塾対象者を決定する際、親子
面談を実施するなかで、学業の状況や将来の
夢、生活の課題などを丁寧に確認させていただ
きました。面談を終えた親子からは、一様に安
堵の表情が伺え、塾に対する期待の大きさに、
責任の重さを感じたことは今でも鮮明に思い出
されます。

　今回、NPO法人と連携して思うことは、無理
をせず、自然体でこどもと向き合う姿勢、そし
て支援を継続することの大切さです。結果を求
めず、言葉を受け止め、表情に寄り添い、笑顔
でこたえる。小さな支援ですが、続けることで
大きな木に育つことを願っております。

社会福祉法人恩賜財団東京都同胞援護会「同援こども学習室」●田代　秀之

こども一人ひとりの特性を把握し、
きめ細かい個別学習支援を行う

日曜の13時から15時、全24回を予定。
大学のキャンパス見学やクリスマス会等イベントの計画
もある

「アクティブ福祉in東京’15」 
東京都福祉保健局長賞（口演発表）・
大会実行委員長賞（ポスター発表）決定！

たしろ　　  ひでゆきおんし とうきょうと えんごかいどうほうざいだん
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